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	Microsoft Word 形式の大学向け戦略計画の
概要テンプレート サンプル

この戦略計画は、グリーンフィールド大学がビジョンとミッションを達成し、現在の課題に対処して、成長と影響を与えるチャンスを捉えるためのロードマップとして機能します。



	 グリーンフィールド大学 - 大学紹介

	過去 - 私たちがこれまでいた場所
	1965 年に設立されたグリーンフィールド大学は、小さな一般教養教育大学から総合的な研究大学にまで成長し、学術的な卓越性とイノベーションの歴史を築いてきました。

	現在 - 私たちがいまいる場所
	現在、グリーンフィールド大学では 2 万人以上の学生に、さまざまな学部、大学院、博士課程を提供しています。持続可能性へのコミットメント、技術の統合、コミュニティへの取り組みで知られていますが、変化する世界の課題に対応するために進化を続けています。

	ビジョン - 私たちが行くべき場所とその理由
	高等教育、先駆的な研究、イノベーションのグローバル リーダーとしての認知度を高め、持続可能な未来に寄与し、個人が社会に対して有意義に貢献できるよう支援します。

	ミッション - 私たちは誰か、ビジョンに向かってどのように取り組むか、何が私たちをユニークにするのか
	グリーンフィールド大学のミッションは、多様で包括的な環境において、クリティカル シンキング、創造性、生涯学習を推進する、手が届きやすく質の高い教育を提供することです。研究と学問により知識を向上させ、サービスの文化を促進し、学生が世界市民となりキャリアでの成功を目指して準備できる環境を目指しています。

	コア バリュー - 私たちの仕事の原則と運営方法の指針
	· エクセレンス: 教育、研究、サービスにおける最高水準の取り組み。
· イノベーション: 創造性と新しいアイデアを育み、この時代の課題に対処する。
· 持続可能性: 環境保全と持続可能な実践を推進する。
· 多様性とインクルージョン: 敬意、公平性、理解の文化を大切にする。
· コミュニティ エンゲージメント: パートナーシップを強化し、コミュニティの健全性に貢献する。

	
	

	目標

	障害 - ビジョンの実現を妨げる可能性のあるもの
	技術の進歩、人口統計の変化、説明責任と持続可能性に対する要求の増加など、高等教育をめぐり急速に変化する状況に対応する。

	長期的な目標 - ビジョンを実現するために何をするか
	· 20XX 年までにカーボンニュートラルなキャンパスとなる。
· 20XX 年までに研究資金を 50% 増大させる。
· 国際的なパートナーシップやプログラムを通じて、グローバルな関係を強化する。

	短期目標 - 1 年目、2 年目、3 年目に何を成し遂げるかなど
	· 次年度内に学生の定着率を 10% 改善する。
· 持続可能性とテクノロジーに焦点を当てた 5 つの新しい学際的プログラムを開始する。
· コミュニティ サービス イニシアチブを拡大し、年末までに生徒の 75% を関与させる。

	成功の測定 - 成功の指標として使用されるベンチマーク
	· 持続可能性の年次レポートにより、カーボン ニュートラルに向けた進捗状況を追跡する。
· 研究資金レベルと研究活動の影響を監視する。
· 登録データと学生アンケートを通じて、学生の定着率を評価する。

	
	

	戦略

	リソース評価 - ビジョンを実現するために必要なインフラストラクチャ
	戦略的イニシアチブをサポートする財務、人的、物理的リソースを包括的に評価し、戦略的目標を達成するために再割り当てや投資を行う領域を特定する。

	実装 - 何をするのかを完了までの期限と併せて計画する
	タイムライン、責任者、必要なリソースなど、各戦略的イニシアチブの詳細なアクション プランを作成する。想定外の課題に対処する柔軟性と適応力を重視する。

	普及 - 計画の発表/割り当て方法と担当者
	複数のチャネルを通じて大学の全関係者に戦略計画を伝え、透明性を確保し、目的の共有とコミットメントの意識を育む。

	進捗評価計画 - 進捗状況を監督し、成功を監視し、改訂を実施する方法
	関係者を交えた四半期ごとのレビューや、大学コミュニティへの年間進捗報告など、戦略的イニシアチブの進捗状況を定期的にレビューおよび評価するための堅牢なフレームワークを確立する。

	タイムライン
	第 1 四半期: キャンパス全体の持続可能性評価を開始し、カーボン ニュートラル プロジェクトの第 1 段階を開始する。
第 2 四半期: 新しい学際的プログラムを導入し、国際的なパートナーシップ契約の策定を開始する。
第 3 四半期: 学生の定着率を向上させ、コミュニティ サービス プログラムを拡大する目的で、対象を絞った介入を実施する。
第 4 四半期: 戦略計画の最初の年次進捗レビューを実施し、必要に応じて戦略を調整して、持続可能性およびグローバル エンゲージメント イニシアチブにおける初期の成功を評価する。




	免責条項

Smartsheet がこの Web サイトに掲載している記事、テンプレート、または情報などは、あくまで参考としてご利用ください。Smartsheet は、情報の最新性および正確性の確保に努めますが、本 Web サイトまたは本 Web サイトに含まれる情報、記事、テンプレート、あるいは関連グラフィックに関する完全性、正確性、信頼性、適合性、または利用可能性について、明示または黙示のいかなる表明または保証も行いません。これらの情報に依拠して生じたいかなる結果についても Smartsheet は一切責任を負いませんので、各自の責任と判断のもとにご利用ください。
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